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「いちご家族のいちごを中心に、豊かなコミュニティで生きていく」
いちご家族 太田啓詩

目的

• 新規でいちご農家を立ち上げ、いちご直売所を

運営する。

• 単純に「いちご」を販売するだけでなく、開か

れた農園として地域に浸透させていく。



「いちご家族のいちごを中心に、豊かなコミュニティで生きていく」
いちご家族 太田啓詩

成果

• 期間中に最初の出荷を行う

• 予定よりも30％以上収穫増

• 計画より早くパートを雇用（３名）

• 近隣のパン屋とのコラボでイチゴ

ジャムパンを販売

課題

• 労務管理の効率化

• 生のイチゴが無い時期の売上確保

• 現在贈答用や比較的大容量の商品

しかない。顧客のニーズに応える

新たな商品設計



親子でリフレッシュ～永田の森プレーパークプロジェクト～
（一社）いのちまるごと輝く 鈴木 萌笑

目的

• 身近な森を老若男女が集い、親子でリフレッシュで

き、将来への「生きる力」を育めるプレーパークを

つくる。

• 東日本大震災やコロナ禍等で減少してしまった外遊

びや自然体験の機会を取り戻す。



親子でリフレッシュ～永田の森プレーパークプロジェクト～
（一社）いのちまるごと輝く 鈴木 萌笑

成果

• プレイパークの整備計画作成

• 森への入り口として、ウッドデッキ

と簡易トイレの設置準備（千葉県の

類似施設見学、工事の発注、見積

• 県内の自然体験活動団体や周辺住民

への周知と協力者の獲得

課題

• 自身の子育てとの両立

• コロナ対策をしながらの協力者の

獲得、イベントの実施



I♡NISHITA プロジェクト
I♡NISHITA 渡辺 千紘

目的

• 西田町の自然や伝統文化の魅力を子供たちに伝える。

• 子供から大人まで西田町に関心を持ってもらうイベ

ントを開催する。



I♡NISHITA プロジェクト
I♡NISHITA 渡辺 千紘

成果

• 西田町クイズイベントの実施

• コロナ禍後のイベントのアイディア

を町内で募集。入賞者を発表

• 西田町フォトコンテスト（2021年度

実施）の準備と告知

課題

• コロナ禍の中でのメンバーのコ

ミュニケーション

• ホームページの維持費

• 活動の後継者づくり



作る、食べる、広める、遊ぶ活動を通して、全員参加型「ソーシャルファーム」をつくる。

（一社）空 熊田 芳江

目的

• 農業を通して社会的に生きづらさを抱えた

人々の生きる場所を作る。

• 子供からお年寄りまで一緒に農業体験を通し

てふれあい生活と身近な農園で、農業体験を

行い、食べ物の仕組みを学んでもらう



作る、食べる、広める、遊ぶ活動を通して、全員参加型「ソーシャルファーム」をつくる。

（一社）空 熊田 芳江

成果

• 味噌づくり体験活動の実施

• 農福連携講演会への参画（共催）

課題

• 活動を中心になって担う人材の獲

得



食を通して持続可能な地域づくりをめざす「あさか野CSA」活動の促進
あさか野CSA 安田 潤一

目的

• 安全で栄養価の高い農産品を生産者と

消費者が連携し地産地消を行う。

• 地域の生態系や環境への負荷を食い止

め、豊かな風土を次世代に渡す。

• 食を通して多様な人々が参加する地域

社会づくりを目指す。



食を通して持続可能な地域づくりをめざす「あさか野CSA」活動の促進
あさか野CSA 安田 潤一

成果

• ホームページの設計、公開準備

• オンラインでの受注・配達の準備

課題

• CSAの啓発および理解の促進とオ

ンライン会員の増加の両立



地域と繋がる駄菓子屋！子どもから大人、シニアの方誰もが気軽に立ち寄れる
居場所の提供→『楽"菓子屋ひろば』

原 弘子

目的
• 駄菓子屋を通じて、子供たちの見守り

の場であり地域の人、誰もが気軽に立
ち寄れる場をつくる。

• 孤立しない子育てを助け、親子が
ちょっとひと息ついたり気分転換＆リ
フレッシュできる気持ちのよりどころ
となる場所にしたい。



地域と繋がる駄菓子屋！子どもから大人、シニアの方誰もが気軽に立ち寄れる
居場所の提供→『楽"菓子屋ひろば』

原 弘子

成果
• 黒字での店舗運営（人件費別）
• ハロウィンウォークラリーの実施
• 桃見台小学校、地元・近隣自治会、

子ども支援団体等との関係性強化
• 子ども食堂、高齢者への食事提供の

準備

課題

• 活動の協力者（ボランティア）の

確保



ふくしまペットロス相談室
齋藤 英二

• 共に暮らしてきたペットを失い、その悲しみから立

ち直ることができずに悩んでいる人の気持ちを聴い

て心の整理を手伝い、前に踏み出す力を取り戻して

もらうことを目的とする。



ふくしまペットロス相談室
齋藤 英二

課題

• 相談サービスの周知、浸透

成果

• 電話相談の開設

• チラシの作成・配布



ヒシの実商品化 ＆ 猪苗代湖水質保全推進事業
盛り上げよう福島 ⾧友 海夢

目的

• 今まで害とされてきたヒシの実を商品化し、観光資源

として生まれ変わらせるとともに、猪苗代湖の水質保

全活動の認知を図る。



ヒシの実商品化 ＆ 猪苗代湖水質保全推進事業
盛り上げよう福島 ⾧友 海夢

成果

• ヒシの実の回収、成分分析

• 1月に猪苗代町の道の駅でのヒシの

実の試験販売（50袋中33袋）

• Youtubeでの作業工程配信

課題
• ヒシの実を活用した新たな商品開

発（お酒、和紙等）
• 回収作業の協力者、ボランティア

の確保
• ヒシ以外の水質悪化要因の葦等の

活用



郡山市のサードプレイス
Nanairo 田邉 えり

目的

• 母親が子育てを一人で行わなければいけない環境の

改善を目指す。

• 地域のサードプレイスをつくり、地域みんなで子育

てするような仕組み作りや、子供の学びの充実、何

か困ったらここにくれば良いというような安心でき

るサポート体制を作る。



郡山市のサードプレイス
Nanairo 田邉 えり

成果
• 市民活動フェスタへの出店、活動の

周知
• ヨガ教室、お茶会の開催
• 団体PRのためのチラシ、グッズの製

作

課題

• 団体の組織基盤づくり

• メンバーやボランティアの増加



ごきげんママ育成支援プロジェクト
Blue Bird 大須賀 ゆみ

目的

• ママがごきげんでいれば、子どももパパもごきげん。明

るい社会は、明るい家庭から創られるという理念の元、

どんな状況であれ自分で自分をごきげんにできる自律し

た女性を育成する。



ごきげんママ育成支援プロジェクト
Blue Bird 大須賀 ゆみ

成果
• 焚き火セラピー、ママたちのおしゃ

べり会等のイベントから個別相談に
つなげていった

• 個別相談から、働く女性の悩みの構
造の把握が進んだ

課題

• 個別相談のサービス化（商品化）



持続可能な水稲の活用
大越 雄太

目的

• 水稲の苗の根を繊維利用することで、紙の原料

や化学繊維の代替としての活用を模索する。

• 副産物の黒液の燃料利用や枝葉の飼料としての

利用で持続的な水稲の活用を目指す。



持続可能な水稲の活用
大越 雄太

成果

• 水稲の苗の根の育成方法を前年度よ

り改良し効率化できた

• 和紙の原料とのしての可能性を調べ

るため、近隣の和紙保存会の協力を

得られるようになった

課題

• 素材の可能性についての高度な分析

• 素材の具体的な商品化、提供先



就労機会に乏しい女性のための就職支援プロジェクト
（一社）ケルビムのかげ 野呂 華子

目的

• 家庭環境や交友関係などがきっかけとなり、夜

の世界だけを生業とする人々の生き方の再構築

をサポートし、正しい権利を得る事と自己決定

の積み重ねを経験し、社会的自立ができるよう

にする。



就労機会に乏しい女性のための就職支援プロジェクト
（一社）ケルビムのかげ 野呂 華子

成果
• 他の生活困窮者支援団体との関係性

強化

• 就労支援のためのパソコン講習テキ

スト購入
• 相談を促すカードの作成

課題

• コロナ禍での潜在的ニーズの増加

への対応



中ノ沢温泉で生まれた中ノ沢こけしの文化継承と周年事業の実施
中ノ沢こけし工人組合たこぼうず会 小林 澄子

目的

• 2022 年に誕生100 周年を迎える中ノ沢こけしについ

て、地元の子ども達、町民、観光客に、中ノ沢のこ

けし文化を広め、次の世代に繋げる。



中ノ沢温泉で生まれた中ノ沢こけしの文化継承と周年事業の実施
中ノ沢こけし工人組合たこぼうず会 小林 澄子

成果
• 2022年の100周年事業について、工

人会内部のコンセンサスを得られた。
• どう事業の協力要請を中ノ沢温泉旅

館組合、猪苗代町商工会中ノ沢支部、
まちづくり組織いならぼ等に行った。

• 2021年度のプレイベント実施につい
ても猪苗代町、関係団体から賛同を
得られた。

課題

• 周年事業実行組織の立ち上げ



大人の国語教室
荒川 トシエ

目的
• コミュニケーションについて悩む人たちに、必要な語彙

力、思考力、論理力などを身につけてもらう国語教室を
ひらく。

• SNSの普及や発達障害などコミュニケーションで配慮す
る場面が増えているなか、国語力の重要性に気づいても
らう。



大人の国語教室
荒川 トシエ

成果
• 国語教室開設のプレとして、コミュ

ニケーション傾向診断サービスの開
始

• 上記申し込み用のウェブフォームの
作成・公開

課題

• サービスの周知、浸透


